
◎　施策の基本情報

◎　前年度の評価の振り返り

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ９ 年 度 実 績 評 価 ） 
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政策№ 3-4 政策名 スポーツの振興
政策の

目指す姿
いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポー
ツに親しみ、元気に活動しています

施策
主管課

スポーツ振興課
施策主管
課長名

菊池郁哉

施策№ 3 施策名
大規模スポーツ大
会の開催

施策の
目指す姿

スポーツ交流が拡大し、スポーツ
への関心が高まっています

関係課名

現状と課題

・大規模スポーツ大会やイベントの入込者数は増加しているが、大会や合宿の誘致件数は横ばいの状態です。

(1)スポーツイベント・大規模大会の誘致
○はなまきスポーツコンベンションビューローを核としたスポーツ大会の誘致と開催支援
　・はなまきスポーツコンベンションビューローが実施する、積極的な情報発信や各種大会の誘致活動に対する支援
(2)合宿の誘致
○「東京オリンピック事前合宿」を含む合宿の誘致推進
　・はなまきスポーツコンベンションビューローが実施する、合宿の誘致活動に対する支援
○広域的な連携による合宿の誘致推進
　・いわてスポーツコミッションや岩手県（県南広域振興局）と連携した誘致活動の推進、はなまきスポーツコンベンションビューローが実施す
る、広域的な連携による合宿の誘致活動に対する支援
(3)大規模スポーツ施設の充実
○大規模大会に対応した施設の計画的な改修
　・日居城野運動公園、市民プール、スポーツキャンプむら、東和海洋センター、田瀬湖ボート場等の整備

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測
ることにしたのか）

成果指標の測定企画
（どのように実績を把握す

るのか）
単位

数値
区分

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

達成度 達成状況に関する背景・要因

195 198

実績値 183 218 265 117

大規模スポーツ大会
やイベントの入込者数

スポーツによる交流人口
か拡大し、スポーツ交流
の機会の充実度を示す
指標

市スポーツ振興課が把握する
数値
　次のスポーツ大会やイベント
に係る入込者数
(1)東北規模以上のスポーツ大
会
(2)1千人以上の入込のある県
大会
(3)スポーツ興業やスポーツイ
ベント

千人

目標値 184 197 275 192

Ｄ

■成果指標「大規模スポーツ大会やイベントの入込者数」・・・【達成度ｃ】
　全国大会をはじめ東北大会や大規模県大会の開催件数が前年と比較して大幅に減少したことから、これに伴って入込者
数も大幅に減少したものと思われる。
　大規模スポーツ大会の開催に当たっては、前年若しくは前前年に会場を確保し開催に向けて準備を進める例が多いが、
平成28年度に希望郷いわて国体・希望郷いわて大会が開催されたことから、競技協会等において翌年度の競技大会の誘
致や準備を行えなかったことが影響したものと考えられる。

（前年度評価時の今後の方向性）
・はなまきスポーツコンベンションビューローを核とした誘致活動を進めるとともに、大規模大会や合宿の受入拡大のための支援策の検討を進
める。

（反映状況）
・これまで首都圏の旅行会社を対象としてきたスポーツ施設現地調査招待事業（旅費、宿泊費を負担）を、首都圏の競技協会及び大学向け
に新たに実施した。結果、1競技協会及び4大学が参加し、1大会及び1合宿の誘致につながった。（H30年度に実施）
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４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

番
号

事務事業名 担当課 施策への貢献度

事業内容（活動実績）
対象 意図

成果
直結度

はなまきスポーツコンベンションビューローが実施する、スポーツ大会や合宿誘致の活動に対する支援
（全国規模スポーツ大会誘致件数：4件、スポーツ合宿誘致件数：4件）

1

スポーツ大会・合宿誘致推進事業 スポーツ振興課
一致 直結

C

A

第5回東アジアU-22ハンドボール選手権開催に対する支援
（出場チーム数：10チーム、観客数：10,438人）

2

第5回東アジアU-22ハンドボール選手権開催事業 スポーツ振興課
一致 直結

-

A

大規模大会に対応した施設の改修
（大規模改修等実施施設数：11施設）

3

スポーツ施設環境整備事業 スポーツ振興課 間接・
少数

間接・
補完 B

C

大規模大会に対応した田瀬湖ボート場の改修
4

田瀬湖ボート場環境整備事業 スポーツ振興課 間接・
少数

間接・
補完 -

C

（課題）
・大規模スポーツ大会の開催件数に比例して入込者数も増加することから、大規模大会の誘致を進めることが必要である。

（今後の方向性）
・大規模スポーツ大会の開催に当たっては、前年若しくは前前年に会場を確保・決定し準備を進める例が多くを占めることから、継続した取り
組みが重要であり、いわてスポーツコミッションや岩手県（県南広域振興局）と連携した広域的な誘致活動も進める。

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）
・なし

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の翌年度ということもあり、大規模スポーツ大会そのものの開催件数が少なく、それに伴い入込者数も
減少した。大規模スポーツ大会の開催件数に比例して入込者数も増加することから、大規模大会の誘致を進めることが必要である。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・なし

６　施策の総合的な評価
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